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▶毎年この時期になると，来年も特集企画の立案
ができるのだろうかという恐怖に近い不安に駆られ
ます。でも今年も多くの著者の方 に々ご協力をいた
だき何とか乗り越えることができましたので，おそら
く大丈夫だろうと楽観的に捉えています。▶ちょっと
大げさですが 2016 年は「この特集が実現できた
ら会社を辞めてもよいかも」と思うほど長年温めて
きた企画を実現できました（何月号だと思われま
すか？）。看護管理領域を初めて担当した時期に
学ばせていただき，編集者としての「看護管理観」
形成の大きなきっかけとなったテーマでした。▶そ
のようなわけで，達成後の虚脱状態にあり，次なる
目標を定めきれずにいるのですが，ここは初心に
戻り，来年は取材を通じて，いま看護管理者の
方 が々共通に抱える課題を共有し解決策を考えて
いく，共感していただける地道な雑誌づくりを目指し
ていきたいと思います。今年も1年間ありがとうござ
いました。ご愛読に心より感謝を申し上げます。
 （小齋）

▶今月号をもちまして3年間続きました巻頭シリーズ
「うちの師長会・主任会」が終了となります。看護
管理者の皆さんの活動を取材するため，全国各
地の病院にお邪魔いたしました。通常業務で大変
お忙しい中，看護管理者の皆さんをはじめ多くの
方にご協力いただきました。この場を借りまして御
礼申し上げます。▶本シリーズを通して看護管理
者の皆さんに直接お話を伺ったり，撮影のために
全国各地を訪れたりと，月刊誌ならではの貴重な
経験をしました。この出会いを自らの糧にして成長
していきたいと決意を新たにしています。まずは，新
年号から始まる新巻頭シリーズで，これまでの経験
が活かせるようにしたいと思います。▶室内だけで
なく，屋上や中庭など，屋外での撮影もあった本シ
リーズ。身内で「雨男」と言われておりますが，こ
の取材では悪天候だったことがありません。これも
継続できるよう，日 よ々い行いを心掛けたいと思い
ます。 （宇津井）

次号
予告 1

2017

January

編集後記

特集

２０２５年に伝えたい看護
医療の変革期を支えながら， 
未来につなげる新たなケアの創造を
2025 年に向かって医療に対するニーズがこれまで以上に高まっており，臨床現場は変革期の
真っただ中にある。臨床現場では人員が増えない中でこの状況に対応するために，看護師が
担う役割や業務範囲に変化が起こっている。  
日本看護協会は今年，10年ぶりに改定版の「看護業務基準」を公表した。看護を取り巻く環
境変化に伴う看護職の役割の変化・拡大を踏まえながらも，守るべき「普遍的な看護の核」
について，提示したものである。  
このような背景を踏まえて本特集では，新年にあたってのビジョンとして，来る2025 年に向けて
伝えたい看護を10人の看護職にそれぞれの立場から提言していただく。
◉執筆者（五十音順）
秋山智弥／小池智子／小藤幹恵／小森和子／坂本すが／
中村真由美／西村路子／林 千冬／平野一美／吉村浩美

新巻頭シリーズ

大学院で学ぶ看護管理学　現場の実践から新たな「知」を生むために①
東京大学大学院

特別記事

「特定看護師（仮称）」から「特定行為に係る看護師の研修制度」へ
法制化の評価と残された課題
◉平林勝政

研究報告

引き継ぎ姿勢による看護師間の引き継ぎ時間の短縮効果
立位と坐位の比較
◉高田 望
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